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24/3/1 名古屋市議会経済水道委員会 

名古屋市民オンブズマンによるメモ 

 

委員長 上村みちよ(自民・東区)：はじめる 

 

浅井正仁(自民・中川区)：田中特別秘書は、今回の人権問題 

 エレベーターの昇降機 国際コンペやった 

 MHI 局長「最上階を目指す」 

 特別秘書の考えを教えて 

 

田中特別秘書：MHI 開発に関する考え 

 個別考えをもってやるというものではない 

 一般論 国際コンペ 最低 1 階まで 

 加点 極力上までと認識 

 MHI がより上のものを目指す 

 開発すると認識 

  

浅井正仁(自民・中川区)：総務環境で「尺取虫」が出てきた 

 名古屋城 誰も知らない 

 役所の仲間と会った→田中特別秘書 

 市長、業者、田中特別秘書３人で会ったのか 

  

田中特別秘書：提案のご説明を受けた 

 名古屋城会議室 

 業者が１人か２人か覚えていない 

 名古屋市側は市長と私と認識 

  

浅井正仁(自民・中川区)：いつ会ったのか 

 付加設備の方針を言ってから、いつ業者と会ったのか 

 当然調べてますよね 

  

田中特別秘書：付加設備 平成 30 年 5 月と認識 

 事業者 その段階から接触があったと聞いている 

 尺取虫 平成 30 年 6 月に受けたと認識 

  

浅井正仁(自民・中川区)：公表してから１ヶ月後尺取虫とあった 

 2018 年の６月２７日 バリアフリー技術 
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 クモ、パワースーツとか 

 このなかに尺取虫は入っているのか？ 

 僕はクモが尺取虫？ 

 和歌山大学 車いす型ロボット？ 

  

田中特別秘書：参照された資料には入っていない 

 

浅井正仁(自民・中川区)：いよいよ公募があった 

 尺取虫を市長が総務環境で「ギクシャクして動く、京都の会社」 

 それらしいものを見たのか？ 

 映像を見たのか？ 

 どこまでのことを 

 

田中特別秘書：どのレベルまで提案で受けたか 

 パワーポイント イメージ図 数枚に渡って書かれている 

 動画とか一歩踏み込んだとはなかったと認識 

  

浅井正仁(自民・中川区)：絵だけ見た 

 市長はシークレットと言っていた 

 尺取虫は動く 

 どんな絵か想像が付かない 

 こういう機械 階段を登るの？ 

  

田中特別秘書：市長 シークレット 前段の部分 

 国際コンペ構想が出た後 

 基本は国際コンペに出してもらう 

 アイディアベース 情報漏えいのリスク 

 事業者は望まない 

 「いわゆる随意契約的 うちの業者はうけない」と言われた 

 アポ 

 具体的技術 クローズでやった 

 技術を見させていただいた 

 申し述べることができない 

 階段を使ってどう上手に車いすが登るか 

  

浅井正仁(自民・中川区)：提案を聞いて、市長、田中特別秘書は 

 「これはすごい、行ける」と感じたのか 
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田中特別秘書：技術の専門家ではない 実現可能かわからない 

 できればすごい 

 障害者団体にご納得いただけるかわからない 

 国際コンペに出していただきたいと市長と返した 

  

浅井正仁(自民・中川区)：随契はダメ、国際コンペに出して、は 

 ６月？ 

  

田中特別秘書：６月に言った 

 担当には伝えた 

 その後に連絡した 

 １週間くらい 

  

浅井正仁(自民・中川区)：４年後公募が始まった 

 ４年間音沙汰なし？連絡あった？ 

  

田中特別秘書：記憶の限り 

 3-4 ヶ月 障害者団体で合意取れそうと連絡あった 

 我々「国際コンペでやって」 

 事業者から連絡なくなった 

 平成 30 年 10-11 月にはやり取りがなくなった 

  

浅井正仁(自民・中川区)：平成 30 年 10 月やりとりが 

 なくなって、それっきり？ 

  

田中特別秘書：そのとおり 

 

浅井正仁(自民・中川区)：総務環境「出してもらえると思っていた」 

 ４年前の話しで出してもらえると思ったの？ 

  

田中特別秘書：市長の認識は分かりかねる 

 国際コンペ 正式にやっている 

 公募をする 

 こちらから声をかけるのは差し控えていた 

  

浅井正仁(自民・中川区)：田中特別秘書も知らないのなら 
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 なにも連絡が無かった 

 総務環境「尺取虫」 

 何回言ったか知っている？７回 

 リニア １３回 

 MHI 何回出てきた？０回 

 ものすごい違和感を感じる 

 リニアを聞かせて頂く 

 万博に出すリニアの会社 ネットで 

  

田中特別秘書：正式に提案受けていない 

 私の判断では出さない方がいいと思う 

  

浅井正仁(自民・中川区)：仮にリニア 

 公募が終わってから本会議でリニアの会社 

 「自分で電話した」 

 事前に連絡があった？ 

  

田中特別秘書：私が直接やり取りはいっていない 

 

浅井正仁(自民・中川区)：リニアは市長と田中さん２人？ 

 

田中特別秘書：２人ではない 

 市長を含めて名古屋城職員も 

 

浅井正仁(自民・中川区）：どういう経緯？ 

 

小鹿担当主幹：名古屋城も同席した 

 市長から指示があった 

 市長とリニア会社とどういう経緯か承知していない 

  

浅井正仁(自民・中川区)：公募の前？あと？ 

 

小鹿担当主幹：令和４年１２月５日 

 その後、事業者 令和４年１２月２３日 

 さらにもう一度面会 令和５年８月２３日 

  

浅井正仁(自民・中川区)：公募で MHI と決まってから会ったんだよね 
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 国際コンペでモックアップ ４億使う 

 なにこそこそ会っているのか 

 普通止めなきゃ 

 「とりあえず」とか市長言ってたけど、 

 市長はとりあえず４億使うのか！ 

 よっぽど MHI がいやなのか 

 リニア会社 ホームページ見ると、あれも籠 

 エレベーターと代わらない 

 市長 本会議で「階段を登る」と言った 

 空飛ぶじゅうたん？違うように感じる 

 そのときに階段を登れと指示したに決まっている 

 エレベーターいやだから 

 市長、田中さんとどういう話があったのか、どういう話をしたのか 

  

小鹿主幹：市長「階段を直接昇降できるようなものをイメージ」 

 令和４年１２月２３日面会 

 市長 直接階段昇降 

  リニア技術はどういうものか説明 

  磁力発生 誘導版が必要 

  まずは垂直昇降・下降を目指している 

 ８月２３日 具体的進展があったわけではない 

 現状について情報提供 事業者から PR と認識 

  

浅井正仁(自民・中川区)：リニアの会社 

 提案だけ受けて終わったの？ 

 ２-３年後にできると市長は言った 返答もらったの？ 

  

小鹿主幹：リニア業者 

 市長「３-５年」と言った 

 近年商品化に向けて開発を進めている 

 市長は「３-５年」と捉えている 

 リニア業者 １２月２３日会談 

  市長「階段を直接昇降望む」 

  １２月２６日 業者から名古屋城に「現時点では導入は難しいと伝えたい」 

  名古屋城と 

  １２月２７日 市長に伝えたという電話を名古屋城にいただいた 
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浅井正仁(自民・中川区)：リニア業者から断りの電話があったんだな 

 

小鹿主幹：そう認識 

 

浅井正仁(自民・中川区)：断られたのに総務環境で１３回しゃべるか？ 

 ひとりよがり 

 尺取虫は随意契約ではないから断われた？ 

 

田中特別秘書：国際コンペに出さなかったから断られたと認識 

 

浅井正仁(自民・中川区)：令和３年３月１２日 

 田中さん 木造復元 

 関係者間のヒアリング 状況判断に寄与した 

 技術開発で何に寄与した？ 

  

田中特別秘書：いろんなところの意見を聞きながら、 

 そのときの私の考え、様々な方の考え方を伝えた 

  

浅井正仁(自民・中川区)：わたしなりの考えを述べてみて 

 

田中特別秘書：私の考えがあるとしたら、 

 随意契約 いろんな人の合意を踏まえてバリアフリーする 

 どう大事にするか 申し上げた 

  

浅井正仁(自民・中川区)：田中さん、現状を見てリニアも断られた 

 尺取虫も出してもらえなかった＝断られた 

 現実的に市長は総務環境でも、「最有力」と言った 

 この２つが最有力だと思う？ 

  

田中特別秘書：市長がどういう思いで言ったか図りかねる 

 ２者技術 実現性は、想定すらできない段階 

  

浅井正仁(自民・中川区)：田中さんは市長から任命されている 

 人権問題 名古屋城＝最上階まで目指す 

 市長＝目指さない できるならつけたくない 

 そこで葛藤があったと認識しているよね 

 あなたは特別に選ばれた 言えない立場か？ 
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 おかしいと  

 だれが聞いてもおかしいと思う。 

 こそこそこそこそと 

 名古屋城の人を入れてもいいんじゃないの？ 

 あなたは言えないのか？言う立場にないのか？ 

 調整役と言っていなかった？ 

 市長は聞いてくれなかったのか？どっち 

 

田中特別秘書：委員から厳しい指摘を頂いたと思う 

 私見として委員がおっしゃったことも言った 

 最後は市長のご判断 

 コンペの前にあった事業者の要望もあった 

 それを優先せざるを得ない 

  

浅井正仁(自民・中川区)：特別秘書もいろいろいったが 

 聞いてもらえなかったってことだね 

 いまだに尺取虫が出てくる 

 局長、今の話しを聞いて、尺取虫の話しははじめてだと思う 

 尺取虫もダメ、リニアもダメ 

 補正が出されている 

 総務環境を聞いたら否決だと思った 

 正確に言わないといけない 

 どこに書いてあったか 一番いいって 

 現実を考えたときに、局長、MHI しかないと思うが 

 局長は MHI とずっと言っている、契約もした 

 市長はいまだにリニア、尺取虫がいいと言っている 

  3-5 年で完成する 

 MHI も 3-5 年で完成する 

 判断するのは難しいと思う 

 局長、尺取虫の話しを聞いてどう思ったのか 

  

佐治局長：委員会で２つの新技術 

 尺取虫 局としては承知していない 

 田中特別秘書の話を聞いても、MHI のスピードを上回ることはない 

  公募もなかった 

 リニア 業者の話を聞いたが、お断りの返事があった 

 局としては、公募に応募して、選定された最優秀 MHI が 
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 最高の技術と認識 進めたい 

  

浅井正仁(自民・中川区)：局長発言を田中さんはどう思ったか 

 

田中特別秘書：私の意見 市長も同じだと思う 

 MHI は採用された 現実的なもの 

 まずはそれを進めるのがよい 

  

浅井正仁(自民・中川区)：名古屋城に導入しなくてもいいのでは 

 オールオアナッシングではない 

 健康福祉、経済がやればいい 

 木造に付けるためにやっている 

 市長に言ってほしいのは、混乱させないで 

 後出しじゃんけんやめて 

 公募終わってから電話して、「一番いい方法」断られる 

 堂々と委員会で発言 雲をつかむ話し 

 人権問題があった後 

 障害者の方も見えた 

 クモみたいなんて言っていたか 

 「こんなのに乗れん、見世物じゃない」 

 混乱を招く原因 

 特別秘書もしっかり 名古屋城に特化 

 前の特別秘書は言っていた 

  

さわだ晃一(公明・西区)：現時点で市長は MHI 契約をよしとして繰越明きょと認識 

 公募を締め切った後に業者の話しを聞く 

 本来なら MHI は名古屋城専用昇降装置 

 一般的に使えるものではない 

 市長は MHI に納得していないのではない？ 

  

田中特別秘書：議会に諮っている 

 基本は納得していると認識 

 多分市長の見ている場所が違うのかな 

 MHI は名古屋城特化 かなり先に次の技術？と思う 

 市長の考えを確定的に申し上げるのは難しい 

  

さわだ晃一(公明・西区)：市長の話は幾重にも混乱 
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 全く議論がかみ合っていない 

 市長は最上階までエレベーター付ける 

  極めて懐疑的な発言を総務環境で行った 

  「現段階ではできないのではないか？」 

 局の方針 最上階を目指す 平成３０年段階で確定 

 昇降装置 あなたからみて、市長は最上階まで目指す不可能？ 

  つけないでいいと思っている？ 

   

田中特別秘書：市長の考えだからあれ 

 技術として５階までいけると、 

 意匠 

 市長は混乱していると思う 

 市長の中で、技術としてどこまで探ると思う 

  

さわだ晃一(公明・西区)：市長は「障害者は上まで 

 あがらんでいいとは思っていない」 

 エレベーター以外でできるのならそれがいいと思っている？ 

  

田中特別秘書：そうと認識 

 

さわだ晃一(公明・西区)：リニアは続いていない 間違い 

 

田中特別秘書：現段階での提案は終わったと認識 

 

さわだ晃一(公明・西区)：市長に伝えて 

 訂正して欲しい 

 市長が思うなら、MHI の提案も破棄して、議案も取り下げ、 

 新しいリニア、尺取虫ができてから 

 名古屋城専用昇降装置 

 安全性、確認してから 

 どれくらい時間がかかるか、どこに許可？ 

  

小鹿主幹：垂直昇降設備 

 安全性、耐久性を担保 

 第三者機関の評定を得る 

 契約 令和８年度末ごろまで 

 ３年まるまるかかるのか、もう少し早く取れるのかは調整中 
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さわだ晃一(公明・西区)：MHI 船舶昇降装置 

 実用化されている それでも令和８年度 

 リニア、尺取虫 

 アイディアの段階の技術 

 世に出て、市長が目指す理想の名古屋城 

 基本計画書に盛り込んで、認証機関の認証を経てから 

 基本計画書を出されてはどうかと市長に伝えてほしい 

  

田中特別秘書：基本は MHI 技術を検証して計画 

 市長に申し上げにくいところ 

 リニアの技術は終わっている 

 基本は MHI の技術 障害者がどこまで行けるかな 

  

さわだ晃一(公明・西区)：田中さんは MHI で行ける 

 局の方針と同じ 

 市長の話を聞くと、リタイアした尺取虫、 

 正式に断られたリニアの話しをされる 

 混乱に拍車 

 市長が名古屋城に関わり続けるのなら、理想の技術を 

 開発すればいい 議会に提案したら 

 しぶしぶ認めて、記者会見、委員会で違う印象を与えるのは 

 混乱 

 障害者は話し合いの前提に立てないと思う 

 取り下げていいのでは 

 理想の姿ができるまで待ちますよ 

 障害者のために昇降技術を付けるのではない 

 多くの人が勘違い 

 入場料を取って、債権の償還 

 どなたが来られても最低限のバリアフリーを保障しないといけない 

 かみ合わない議論 

 思いが強すぎるため 

 市長に言って 

 いつまででも待つ 

 新技術、最高の技術ができるまで、木造しなくていいと私は思う 

 予算委員会でやるか 
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委員長 上村みちよ(自民・東区)：田中特別秘書に対する質疑、他はないか 

 ないので、退席頂いて結構 

 他に当局への質疑はない 

 以上で質疑終了 

 ３月４日 付議議案意思決定 

 

  

  


